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１.１ 情報化施工技術の活用工事件数

•平成２５年度の情報化施工技術の活用工事件数は、６１８件となっている。情報化施工技術の活用工
事件数の工種内訳は、土工（河川土工、道路土工）は４９４件となり、舗装工（路盤工）は９４件となっ
ている。

•平成２５年度の競争参加資格別の活用工事件数は、一般土木C・Dが約６割（６１８件のうち３８６件）
を占めている。
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情報化施工技術の活用工事件数（契約年度別）
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１.２ 情報化施工技術の総活用回数

平成 年度 情報化施 技術 総活 数は とな 発注者指定型 活 数は•平成２５年度の情報化施工技術の総活用回数は、７６６回となっている。発注者指定型の活用回数は
３９９回、施工者希望型の活用回数は３６７回となっている。発注者指定型のうち、使用原則化となっ
たTS出来形（10,000m3以上の土工）の活用回数が３１１回となっている。

•平成２５年度の発注者指定型 施工者希望型の割合は 発注者指定型が約５割（７６６回のうち３９９平成２５年度の発注者指定型、施工者希望型の割合は、発注者指定型が約５割（７６６回のうち３９９
回） 、施工者希望型が約５割（７６６回のうち３６７回）を占めている。発注者指定型のうち、使用原則
化となったTS出来形（10,000m3以上の土工）の割合は約８割（３９９回のうち３１１回）を占めている。
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１.３ 情報化施工技術の総活用回数（技術別）

•平成２５年度の情報化施工技術別の活用回数は、TS出来形が４７３回となっている。TS出来形のう
ち、使用原則化となったTS出来形（10,000m3以上の土工）の活用回数は３１１回となっている。

•一般化推進技術については、MC技術（モータグレーダ）が６３回、MC／MG技術（ブルドーザ（３D））
が２８回 MG技術（ブルド ザ（２D））が１７回 MG技術（バックホウ（３Ｄ））が１７回 MG技術（バックが２８回、 MG技術（ブルドーザ（２D））が１７回、 MG技術（バックホウ（３Ｄ））が１７回、MG技術（バック
ホウ（２Ｄ））が２４回、 TS・GNSS締固めが８５回となっている。

•実用化検討技術については、ＴＳ出来形（舗装）が４２回となっている。

グラフ中の（ ）は使用原則化の活用回数
※使用原則化の対象はTS出来形（10,000m3以上の土工）
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１.５ 発注者指定型と施工者希望型の割合（技術別）

•平成２５年度の発注者指定型 施工者希望型及び使用原則化の割合をみると 一般化技術について•平成２５年度の発注者指定型、施工者希望型及び使用原則化の割合をみると、 般化技術について
は、TS出来形（10,000m3以上の土工）では、使用原則化が約９割（３６０回のうち３１１回）を占めている。

•一般化推進技術については、 TS出来形（10,000m3未満の土工）では、施工者希望型が約９割（１０９回
のうち９５回）、ＭＣ技術（モータグレーダ）では施工者希望型が約５割（６３回のうち３３回）、ＭＣ／ＭＧ
技術（ブルドーザ）では施工者希望型が約７割（４５回のうち３３回）、ＭＧ技術（バックホウ）では施工者
希望型が約７割（４１回のうち２９回）、ＴＳ・ＧＮＳＳ締固めでは施工者希望型が約８割（８５回のうち６８
回）を占めている。

•実用化検討技術については TS出来形（舗装）では施工者希望型が約９割（４２回のうち４０回）を占め•実用化検討技術については、TS出来形（舗装）では施工者希望型が約９割（４２回のうち４０回）を占め
ている。
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１.６ 工事契約状況（技術別）

•平成２５年度の情報化施工技術が対象となる工事の件数について、発注済工事と全ての工事（発注平成２５年度の情報化施工技術が対象となる工事の件数について、発注済工事と全ての工事（発注
予定を含む）を比較すると、使用原則化となったTS出来形（10,000m3以上の土工）は、８１０件中４８５
件が発注済工事となっている。

•一般化推進技術については、TS出来形（10,000m3未満の土工）では、３１２件中１７１件、MC技術
（モ タグレ ダ）では １８８件中１１０件 ＭＣ／ＭＧ技術（ブルド ザ）では１２８７件中７０５件 ＭＧ（モータグレーダ）では、１８８件中１１０件、ＭＣ／ＭＧ技術（ブルドーザ）では１２８７件中７０５件、ＭＧ
技術（バックホウ）では１２８７件中７０５件、ＴＳ・ＧＮＳＳ締固めでは１２８７件中７０５件が発注済工事
となっている。

•実用化検討技術については、TS出来形（舗装）では、２４３件中１５３件が発注済工事となっている。実用化検討技術に いては、TS出来形（舗装）では、２４３件中１５３件が発注済工事となっている。
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・TS出来形_10000m3以上
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１.７ 情報化施工技術の活用率（技術別）

•平成２５年度の発注済工事に対する情報化施工技術の活用率をみると、一般化技術については、TS平成 年度 発注済 事に対する情報化施 技術 活用率をみると、 般化技術に ては、
出来形（10,000m3以上の土工）が７４％の活用率となっている。

•一般化推進技術については、 TS出来形（10,000m3未満の土工） が６４％、MC技術（モータグレー
ダ）が５７％、MC／MG技術（ブルドーザ）が２％、MG技術（バックホウ）が３％、TS・GNSS締固めが１
２％とな ている２％となっている。

•実用化検討技術については、ＴＳ出来形（舗装）が２７％となっている。
導入済み
工事件数

発注済
工事件数

活用率（発注済のみ）
H25.9現在

目標活用率・
目標件数

予定含む
工事件数

備考

TS出来形（土工）10,000m3以上 360 485 74% 100% 810 土工に対する活用率 活用率の推移（年度別）
TS出来形（土工）10,000m3未満 109 171 64% 60% 312 土工に対する活用率
MC技術（モータグレーダ） 63 110 57% 60% 188 路盤工に対する活用率
MC技術（ブルドーザ（３D）） 22 705 3%

15%
1287 土工に対する活用率

MG技術（ブルドーザ（３D）） 6 705 1% 1287 土工に対する活用率
MG技術（ブルドーザ（２D）） 17 705 2% 1287 土工に対する活用率
MG技術（バックホウ（３D）） 17 705 2%

15%
1287 土工に対する活用率

MG技術（バックホウ（２D）） 24 705 3% 1287 土工に対する活用率

TS出来形 MC技術（モータグレーダ）
H20 3.2% 11.8%
H21 9.5% 12.1%
H22 22.2％ 35.7％
H23 44.0% 46.3%
H24 65.3% 45.5%
H25 74%（64%） 57%

MC／MG技術 MG技術

TS・GNSS締固め 85 705 12% 15% 1287 土工に対する活用率
TS出来形（舗装） 42 153 27% 5件以上/地整等 243 舗装工（路盤工）に対する活用率
その他 17 705 2% - 1287 土工に対する活用率

※グラフ中の（ ）はTS出来形（10,000m3未満の土工）の活用率
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情報化施工技術の活用率（情報化施工技術別）

（H25.9月末現在）一般化技術 一般化推進技術 実用化検討技術
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１.８ 施工者の実施経験の有無（技術別）

•平成２５年度の施工者の情報化施工実施経験をみると、TS出来形（土工）では実施経験のある者が平成２５年度の施工者の情報化施工実施経験をみると、TS出来形（土工）では実施経験のある者が
約４割（４７３回のうち１７３回）を占めており、このうち、使用原則化となったTS出来形（10,000m3以上
の土工）では実施経験のある者が約３割（３６０回のうち１２３回）となっている。

•MC技術（モータグレーダ）では実施経験のある者が約６割（６３回のうち３７回）を占めている。
ＭＣ／ＭＧ技術（ブルド ザ（３Ｄ））では実施経験のある者が１件 ＭＧ技術（バ クホウ（３Ｄ））では•ＭＣ／ＭＧ技術（ブルドーザ（３Ｄ））では実施経験のある者が１件、ＭＧ技術（バックホウ（３Ｄ））では
実施経験のある者が４件である。ＴＳ・ＧＮＳＳ締固めでは実施経験のある者が約５割（５５回のうち３
０回）を占めている。

•ＭＣ／ＭＧ技術（ブルドーザ（３Ｄ））は情報化施工技術を初めて活用する施工者の割合が高い。ＭＣ／ＭＧ技術（ブルド ザ（３Ｄ））は情報化施工技術を初めて活用する施工者の割合が高い。
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（H25.9月末現在）

施工者の実施経験の有無（情報化施工技術別）


